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１．研究計画の概要 
（１）本研究では、東アジア世界の中の日朝
関係に焦点をあわせ、日本の側の対朝鮮認識
がどのようにして歴史的に形成されたのか
という問題を朝鮮の側の対日本認識の形成
と関連させながら、歴史具体的に明らかにし
たい。 
（２）５つの研究項目班、Ａ班（日朝外交・
日朝貿易をめぐる相互認識）Ｂ班（豊臣秀吉
の朝鮮侵略をめぐる歴史的記憶）Ｃ班（中
世・近世、近代における日朝両国の経済構造
をめぐる相互認識）Ｄ班（親族制度と社会構
造をめぐる相互認識）Ｅ班（日本の朝鮮植民
地支配期における「知」のあり方）を設置し
て研究を深めるとともに、この研究課題を達
成するために、韓国の歴史研究者との研究交
流や共同研究を行っていく。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）５つの研究項目班それぞれが、班の計
画に応じて韓国及び日本で現地踏査や史料
調査・収集を行ってきた。 
（２）分担者・連携研究者及び研究協力者が
集う「日韓相互認識」研究会をこれまで１１
回開催した。研究会では、それぞれの研究成
果を持ち寄る報告するとともに、2008年度に
は韓国から南相九（東北アジア歴史財団研究
員）氏を招聘し、「韓国政府傘下の「過去事」
関連委員会の現況と歴史認識」についてご講
演いただき、議論した。 
（３）韓国の日本史・朝鮮史研究者（ソウル
大学校を中心とする研究者）との研究交流の
ために、日韓歴史共同研究プロジェクト・シ
ンポジウムを毎年一回開催した。第３回シン
ポジウム以来、日韓両国における歴史研究の

現状と課題に関して相互に認識を深めるた
め、日本史、朝鮮史、日朝関係史上の重要な
論点を逐次取り上げて、率直に議論をおこな
っていくことを課題として、シンポジウムを
開催している。2006年度は東京を会場に第９
回シンポジウムを開催し、日本側・韓国側そ
れぞれ二本ずつ報告を準備した。2007年度は
韓国・慶尚南道で戦争関連遺跡の日韓共同踏
査を行うとともに、第 1０回シンポジウムを
開催した。2008年度は、長崎県対馬島を会場
に、島内の戦争関連遺跡の共同踏査を行うと
ともに、第１１回シンポジウムを開催した。 
（４）シンポジウムの成果を収載した報告書
を印刷し、各研究機関等に配布した。 
（５）本プロジェクトの研究成果を公開する
ため、雑誌『日韓相互認識』を創刊し、現在
までに第２号を刊行した。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
これまで１０年にわたって韓国側の歴史研
究者と連携しつつ、毎年相互交流の機会を持
ち、信頼関係を醸成してきた。その上で、共
同で日朝・日韓の交流（あるいは戦争）に関
する遺跡を踏査して、歴史認識をめぐって討
議することができ、着実な成果を挙げている
と思う。シンポジウムの成果を収載した報告
書の他に、雑誌『日韓相互認識』を発刊出来
たことは、当初の計画では想定していなかっ
たことであり、当初の計画以上に進展してい
ると思う。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）５つの研究項目班それぞれが、班の計
画に応じてフィールドワークを行い史料を
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収集し、研究を進める。 
（２）それぞれの班での研究成果をもちよっ
て、本研究参加者による共同研究会を開催す
る。 
（３）第１２回日韓歴史共同研究シンポジウ
ムを韓国の済州島で開催し、あわせて済州島
の戦争関連遺跡の共同踏査を行う予定であ
る。 
（４）シンポジウムの報告書を関連するとと
もに、雑誌『日韓相互認識』を編集し、刊行
する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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③李成市、植民地文化政策の評価を通してみ
た歴史認識、三谷博・金泰昌編『東アジア歴
史対話 ―国境と世代を越えて』東大出版会、
査読無、187－206、2007 
④吉田裕、加害の『忘却』と日本政府、森村
敏己編『視覚表象と集合的記憶』旬報社、査
読無、237－253、2006 
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本植民地教育史研究会第 12 回大会、2009
年 3 月 28 日、龍谷大学 
②辻弘範、在朝日本人の日常生活―上甲米太
郎日記を読む、研究集会 2008 植民地朝鮮で
蒐集された「知」の歴程、2008年 12月 6～7
日、九州大学韓国研究センター 
③木村直也、東アジアの中の近世日朝関係史、
九州国立博物館・朝鮮通信使 400 年記念国際
シンポジウム「アジアのなかの日朝関係史」、
2007 年 12 月 15 日、九州国立博物館 
④池享、豊臣秀吉像の創出、２００７年度韓
日関係史学会国際学術大会「戦争の記憶の表
象としての韓日関係」、２００７年１２月７
日、ソウル歴史博物館 
⑤山内民博、降倭と向化、第 10 回日韓歴史
共同研究シンポジウム、2007年 12月 22日、
韓国慶尚南道統営市忠武観光ホテル会議室 
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